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株式会社テイアンドデイ
〒 399‐ 00138 長]野県松コ転市笹賀 5652‐ 169 TEL:0268-27‐ 2¶ 31

FAX:0263-26-型 81

お問い合わせ 月曜日～金曜日 (弊社休 日|ま除 く)
9100-12:00 13100-17:00

無 料 修 理 規 定

1 取扱説明書に従つた正常な使い方で故障した場合に1よ、お買い上
げの販売店を窓 Elと bて無料で修理いたします。

2保証期間内に故障して無料で修理を受 |ナる場合 |よ、商品|と本書を
ご提示のうえ、お買い上げの販売店に依頼して下さい。なお、使

用場所まで出向いての修理につきまして |よ、Pll途出1張料を申 b受
けます。

3お買い上げ後に転居された場合、あるいは贈答品として入手され
た場合など、販売店への依頼が困難な場合 |ま 、L社までお問しヽ合
わせ下さ Ll。

4保証期 FBG内 でも次の場合には有料修理になります。
(イ )お取扱上の不注意、天災、火災、公害、指定以外の電源に
よる故障・損傷の場合。

(□ )当社指定技術者以外の方が、修理・調整・分解・改造など
をされたもの。

(ハ )お買い上げ後の輸送 Ⅲ移動・落下に起因|する故障および欄傷。

(二 )本書のご提示がない場合、またIま本書に必要事項の記入が
無い場合。

5本書は日本国内においてのみ有効です。また、本書は再発行いた
しません。

This warranty is valid only for Japan.

★ この保証書は、本書に明示した期間・条件のもとliお いて無料修

理をお約束するものであり、この保証書によつてお客様の法律上

の権利を請1限するものではありません。なお、保証期FE5終 了後の

修理などについてご不明の場合 |ま 、お買い,上げの販売店また‖ま当

社までお問膨ヽ合わせ下さしヽ。

株式会社 デイ ア ン ド斉  〒399-0033長野県松本市笹賀 5652-169
TEL:0263-27-213¶    FAX:0263-204281
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その他の付属品 ・通信ケープル  1本 (RS‐ 232C:D― SUB 9ヒ
゜
ン長さ :¶ .5m)

・単 4ア ′レカリ電池  2本
‐本体取扱説明書 (保証書)一式 (日 本語版・英語版 )
・ソフ トウェア  ー式 (日本語版・英語版 )
・ソフ トウェアの使い方 (日 本語版・英語版 )

※ オフション温度センサの測定範1囲は 2種類あります。詳 しくはオフションセンサ ー覧表をご覧下さい。

日付属ソフ トウェア仕様 (丁herrrlo Recorderfor WindowsO)

対応パソコン Windows03¶ /95,W而dows N丁 0351/40(日 本語版・英1語版

表示チャンネル数 8 ch.同 時表示

デ ータ表 示 グラフ、表、最高最低値、平均値、記録間隔、記録データ数

データ出1カ グラフE口昴Ⅶ、一覧表印刷、テキス トファイル出1カ

コントロール機能 スタート時刻予約、記録間隔設定、モード設定

保証期FBU お買い上げの日から 1年間

お
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様
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電話番号

ご住所

お買い上|ザ年月曰 1     年    月   日
ご

販

売

店

名

所

話

鮮慎
　
一電

対象部分 本 体 ・ ソ フ トウ ェ ア

修理方法 持 ち 込 み 修 理

説明書に従しヽ正常な使い方で保‐証期FB5内 |こ故障

した場合は、本書の記載内容により無料で修理

致 bま す。お買求めの販売店にご連絡の上、修

理に際 bて本書をご提示下さい。

この取扱説明書を読み、内容を理解

してから本製‐品を使用して下さい。

本書は大切に保管 して下さい。

■丁herrllo Recorder仕 様

機種 TRI-71S 丁R‐72S

測定チャンネル
ch.¶ 温度・ch.2温度
(内蔵lcに・外部2chから選択 )

ch.1(温度 ) ch 2(湿度 )

測定範囲

内蔵温度センサ

付属センサ

オフ
゜
シヨン温度センサ

-10～ 60℃
-40-110°C
-60～ 155°C(※ )

-101～ 60°C
O～ 50°C
-40～ 110°C

10～ 95%RH

測 定補度

(標準センサ使用時 )

平均±03℃ (-20～ 80℃ )
平均±05°C(-40～ -20/80～ 110℃ )

±51%RH
(25° C50°/.RHに於しヽて)

測定分解能 0.1°C J%RH
記録開始方法 晨口時スタート/予約スタート (パソコンより)

記録方式 (記録モード) ワンタイム方式/エ ンドレス方式

記録 FB5隔 1.2.5 10.¬ 5.20130秒  1.2.5.10.15.20,30.60分より選択

電池寿昴 最長 1年 (測定環境・使用電池の性能による )

液晶表示
測定値、測定記録状態、電池寿命警告、測定範囲オーバ

記録データ量

記録容量 8000デ ータX2ch.

外形寸法/重量 ‖55 X W88× D24 mm/約 95g(電池含む)

本1体耐熱温度/湿度 -10～ 60°C/901%RH以下

使用電池 単 4アルカリ電池 2本

付属センサ 丁目‐0106 2本 丁R-3¶ 10 1本

センサ部形状 直径 :51mm X長 さ:15mm H10 X W184 X D51.5 mm

センサケープリレ長 0 6nn lm



電池を入れる 3 電源を入れる
日単 4アルカリ電池 2本をセットします。

|  |

●2本とも新しい電池を入れて下さい。

(古い電池が混ざらないように )

0+。 一をF85違えないようにセットして下さい。

□電源スイッチをONに します。

4動作琳犬態の設2センサを接続する
□付属のセンサを接続嘔ます。

●丁R‐71Sの場合    内糊讚センサ ch.1

鯛 婦虜セン製圏嗣ユ=
ジャック

■オプションの温度センサを使用する事もできます。

詳しくは、別紙のオプシヨンー覧表をご覧下さい。

■以下の動作状態が本体又|よ、パソコンから言

●℃/°Fの切つ替え・・‐・・パソコン

●記録間隔の設定 パソコンまたは、本体 i

●記録方式の設定 ‐‐・・・・パソコン
(ワンタイム/エンドレス)

●チャンネル名を付 |ナ る・・・パソコン

¶.本体スイッチによる記録間隔の設定

① [NTERVIALポ タンを3秒間押 b続 |ナ ると測定値表示

変わり、更にポタンを押す毎に記録FBD隔が変わりま」

予約設定中又|よ、記録中‖こINTERVAヒボタンを押す

記録間隔が表示され、離すと測定値表示に戻りますI

例)∫
二  □ |
(¶ 5分 )(15,秒 )

②記録間隔を選び3秒間放置すると測定値表示に戻りi

2.パ ソコンによる動作状態の設定
付属の通信ケープルを用いてパソコンのシリアルポー

本体を接続 bま す。

通信メニ EL― を開しヽて、各種設定を行 Llま す。

詳 しく∫ま『 ソフトウェアのヘルプ」をご覧下さい。

記 録 方 式

ワンタイム方式

エンドレス方式

置
閂

「

ＯＮ　　餌

温度センサ接続用

ジャック

ch.2

ch.1に接続 しない 内蔵センサ 外部センサ

ch_2に接続 しない 外吉『センサ

O TR‐ 72Sの場合

ch.1(温度 ) ch.2(1昆度 )

付属温湿度センサを接続する 付属温湿度センサ

外部センサをつ lナなしヽ 内蔵センサ

オフ・シヨン温度センサを接続する 外部センサ

一説一の
一
一部一不一表 一明

COM パソコンとの通信時に表示.
JIJ記録データ量 ◆淑』定範囲オーバ

1劇覇

点灯時、

点滅旧寺、

記録状態表示
データ記録中

-40(-60)℃ 以下になると▼が、110(155)° C以上になると

▲が表示されます。

※ ()内は Tn-71Sで 広範囲潟度センサ使用時
予約スタート待機中

電池寿命警告マーク

□□c肺 .表示 °/0℃ 源」定温度単位
測定温度のチャンネルを

表示します。

°C/° FIまパソコンにより切り替えがで

きます。一度設定を行うと再度設定を行

わな膨ヽ限り変わりません◎
°
/。 (湿度単位)は、TR-72Sのみ表示。測定値表示吉「

1、 2 ch.を交互に表示bます。

』田

■記録方式と本体の

※エンドレス方式の



)バックアップ機能が付しヽていますので、

電源スイッチをOFFに してもデータlま

消えません。

≧定できます。

【イッチ

REC/STOPボ タン

lM「EぷkLボ タン
が記録間隔表示に

ヒ設定されている

5記録開始 日付、時刻 Iま自動的に付カロされます。

■動作状態の設定同様、記録開始も本体又|よ、パソコンより行うことができます。

]輌 本体スイッチによる記録開始

「REC/S丁OP」 ボタンを3秒押に続けるとRECマークが点灯し、記録を開始 bま す。

△ 注意 ……………………………………………………………………………………………………………・1

※RECマ ークが点灯していない時に本体の「REC/STOP」 ボタンを押すと、次の記録が :

開始され、前の記録データは消えてしまいますのでご注意下さもヽ。

●ワンタイム方式の場含

●エンドレス方弐の場合・・・ボタンを押すと「LCDP」 が表示され、記録を開始します。

●パソコンによつて予約スタート待ち状態になつている時でも、「REC/STOP」 を押すと測定記録
が開始されます。

●記録中に「REC/SIP」 ボタンを3秒以上押すと記録が中止されます。

2.パソコンによる記録開1始
通信一[記録スタート]により設定を行ιヽます。

間違つてtlる とデータの日時も

一度設定を行うと電池が切れても

●待機中又|ま 、記録中は通信ケーカレを接続 bておく必要 |まありません。

●詳 しい操作方法は、「ソフトウェアのヘルプ」をご覧下さい。

費定が終了 bま す。

・卜と

記録データをパソコンに送る

口記録されたデータをパソコンに送ると以下のようなデータ処理ができます。

●8 ch.分 のデータをグラフ表示

08 ch_分のデータの一覧表作成

●テキス トファイルの作成

●グラフ、表の F口刷

¶_本体とパソコンを接続する

2.[通信 ]メ ニューの [記録データ吸い上げ]

詳嘔く|ま「ソフトウェアのへんプ」をご覧下さい。

●付属の温湿度センサの交換時期‖ま1年です。開封後 1年経れしたら交換 bて下さ Lヽ 。

●取扱条件を守らずに使用 (保管 )け た場合、1年以内でもセンサの精度が劣イLし ます。

●センサに|ま 2種類の感知シールが貼つてあります。シールが異常を示 していたら、
1年以内でもセンサを交換 して下さしヽ。

●センサを使用しない時は、付属のビニー』レ袋に乾燥斉」と一緒に入れて、51～ 25℃ 、

30%RH以下の冷暗所に保管 bて下さい。

■水濡桐感知シール ■温度感知シール

正常(白 ) 正常 (白 )

異常(赤 )|□ 日:異常(赤 )

●異常の場合には、シールが赤く変色

します。
センサが水に濡れた事を示膨ます。

●異常の場合に|よ 、シールが赤くなつ

61Dの数字が現れます。
センサが 60°C以上の高温にさらされ
た事を示します。

にスリープ状態になつた場合は、点滅表示しません。

FULL(フ リレ)
ンタイム方式の場含のみ、記録データ数が 8000個にな

と表示され、以降は記録を停止します。

ル表示後 Iよ 、できるだけ早目はデータの吸 Ll上げを

つて下さい。

測 定 値 表 示 部

J~J~“ J」 ~“d副

`― この状態のまま記録を

続けます



△ 危 険
●電池を飲み込むと危険です。電池・センサ・丁hermo Recordё r本体は、お子様の手の届かない所に設置、保管して下さい。

●TherFno Recorderiよ 、温(湿 )度の測定を行うものです。温湿度の測定以外には使用しないで下さい。

●センサ |よ、人体には使用しないで下さい。

△ 注 意
●本製温の測定結果を用いた事によつて生した、いかなる損害に対しても一tJIの責任を負いません。

●本体及び付属センサ|よ防水されてしヽません。水のかかる場所で|よ使用 しないて下さい。

●本体及び外部センサを出社指定修理技術者以外の人が分解、修理、改造することは絶対に行わないで下さい。

●本機を落としたり、強い衝撃を与えたりしないで下さい。

●直射日光下や、高温多湿の場所で使用 したり、保存 しないで下さい。                      ´

●結露 (寒い所から急に暖かい所に移動させる 等 )さ せないで下さい。

●酸・アルカリ・有機溶斉」・腐食性ガス等の影響を受ける瑯境では使用しなしヽで下さい。

本体 TR-71S、 下降72Sについて
0通信ケーブルの差 膨込み口に指や異物を入れなしヽで下さい。

●本体 |よ、周囲温度¬10～ 60℃・湿度 90%RH以下で使用して下さい。
●電池が切れると源』定記録データ・記録間隔の設定が消えてしまいます。電池が切れる前に電池交換をするようにして下さい。

●電池寿命 |よ、測定環境や乾電池の品質によリー定ではありません。電池寿命最長 1年 とは、記録間隔 2秒以上に設定した時

の目安です。使用される電池によつて|ま電池寿命が短 <な る事があります。

●電池を入れてから約 3秒間、表示部に何も表示しない事がありますが故障ではありません。

●電池端子 1よ、経時変イヒ・振動等により接触が不良になる恐れがあります。電池の接触不良によつて、データが失われる事が

ありますので、ご注意下さしヽ.

●長期間使用しない場合は、電池を取り外 bて下さい。電池を入れたままにしておきますと電池から液漏れする事があり、

故障の原因になります。

TR‐7¶ S付属温度センサ 丁日-0106につい|て
●本センサは、測定可能温度範囲内 (判0～ 110℃ )で使用して下さい。

●外部温度センサ接続ジャックヘしつかり差‐し込んで下さい。

●温度センサの延長 Iよ規,定の延長ケープルを 1本だけ使用 して下さい。それ以上延長して使用されますと、測定誤差が大き

〈なります。

TR‐72S付属温湿度センサ TR-3¶ 10について
●本センサは、測定温湿度範囲内で使用 して下さい。(温度 10～ 50PC・ 湿度 :10～ 95%RH)

●急激な温度変化があつた場合に湿度の値力《異常を示す事がありますが、センサ温度が安定すれば湿度の値は正常に戻ります。

●温湿度|セ ンサのケーブル|よ延長できません。

●温湿度センサ|よ、冷暗所で乾燥 した場所 (5～ 25° C、 30%IRH以 下 )に保管して下さい。

●mcrOsO■,windowsiよ 、米国 Microlsoi Corporattonの 米国およびそのltの国における登録商標です。

会社名・商温名は、各社の商標または、登録商標です。

■新 しい電池を入れてから警告マークが表示され、電池が切れるまでの目安。

●日ATマ ークが点灯 した場合、できる.だけ早い時期に電池,を 交換 して下さい。

●スリープ状態になる前に電池交換を完了すると、記録|を継続する事ができます。

●電池が切れてしまうと、湖』定記録データ・記録間隔の設定が消えてしまいますのでご注意下さい。

●電池寿命 |ま 、測定環境・記録FB5隔・通信回数・周囲温度等 |こ よリー定ではありません。本説明は新しい電池を使つたときの標準的な

動作であり、電池寿命を保証するものではありません。

警告マーク
記録Fgn隔
2秒以上

記1録間隔
1秒

電池交換時に電池

なして動作する時間

データ送信

の不可能

BATマ ークが点灯するまで 10ケ 月 6ヶ 月 最長 3分 可 能

BATマ ークが点灯 してからスリープ状態になるまで )側 3ヶ 月 2ヶ 月 最長 3分 可  能

スリープ状態になつてから電池が切れるまで 壺 P‐ 約 12ヶ 月 約 12ヶ 月 1時間以内 不可能


